
「
あ
な
た
は
、
わ
ざ
と
家
が
売
れ

な
い
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
る
の

で
す
か
？
」

　
先
日
、
無
料
相
談
の
電
話
で

私
は
工
務
店
の
社
長
に
こ
う
言
っ

た
。
昨
秋
か
ら
続
く
、
世
界
的
な

不
況
・
集
客
数
の
減
少
・
新
築
住

宅
着
工
件
数
と
契
約
単
価
の
減

少
・
同
業
他
社
と
の
顧
客
奪
い
合

い
に
よ
る
値
引
き
な
ど
、
地
場
工

務
店
は
生
き
残
り
を
か
け
て
消

耗
戦
の
苦
し
い
状
況
で
戦
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
状
況
で
も
私
が
集

客
支
援
し
て
い
る
工
務
店
が
、
不

況
下
に
短
期
間
で
集
客
を
３
倍
以

上
に
し
た
事
実
は
変
え
よ
う
が
な

い
。

　
地
場
工
務
店
が
今
後
、
安
定
経

営
を
続
け
る
に
は
、「
新
た
な
出

会
い
（
集
客
）」
を
集
め
続
け
る

こ
と
が
重
要
だ
。
私
が
認
め
る
集

客
と
は
？
単
な
る
名
簿
集
め
で

は
な
く
、「
早
期
受
注
に
見
込
み

の
あ
る
・
会
え
る
・
話
せ
る
・
集

客（
出
会
い
）」の
こ
と
で
あ
る
。「
警

戒
さ
れ
て
会
え
な
い
・
話
せ
な
い

単
な
る
名
簿
集
め
」
の
資
料
請
求

や
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
な
ど
の
見
込

み
の
極
め
て
低
い
通
常
集
客
と
は

全
く
異
な
る
の
で
、
誤
解
の
無
い

よ
う
に
注
意
し
て
欲
し
い
。
※
営

業
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て
、
通
常

集
客
で
は
、
時
間
と
カ
ネ
を
浪
費

す
る
だ
け
で
見
込
み
は
薄
い
！

　
集
客
の
専
門
家
で
あ
り
数
々
の

企
業
の
業
績
を
、
集
客
で
改
善
支

援
し
て
き
た
私
が
、
早
期
業
績

改
善
に
有
効
な
「
営
業
が
苦
手

な
工
務
店
の
た
め
の
裏
ワ
ザ
集

客
法
！
（
最
新
版
）」
を
特
別
に

伝
授
す
る
の
で
、
以
降
を
読
ん
で

役
立
て
て
欲
し
い
。

　
た
だ
し
、
こ
の
集
客
法
で
、
早

期
業
績
改
善
を
期
待
で
き
る
工

務
店
に
は
、
条
件
が
あ
る
。
条
件

は
、「
高
品
質
・
誠
実
経
営
に
自

信
の
あ
る
工
務
店
」（
技
術
に
自

信
が
あ
り
、
多
少
の
余
力
を
残
し

て
い
る
こ
と
な
ど
）。
こ
の
条
件

を
満
た
す
地
場
工
務
店
で
あ
れ

ば
、「
営
業
が
苦
手
で
も
短
期
間

で
業
績
改
善
の
見
込
み
が
あ
る
」

の
で
真
剣
に
読
ん
で
役
立
て
て

欲
し
い
。ま
ず
、次
項
を
読
ん
で
、

「
過
去
の
失
敗
と
決
別
」
し
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し

い
。

〈
営
業
が
苦
手
な
工
務
店
の
代

表
的
な
失
敗
例
〉
※
売
れ
な
い
原

因
確
認

１
．高
品
質
・
誠
実
経
営
な
工
務

店
ほ
ど
、「品
質（
技
術
）を
ア
ピ
ー

ル
し
た
が
る
」
が
そ
れ
は
全
く
の

逆
効
果
で
あ
る
。
消
費
者
は
素
人

（
無
知
）
な
の
で
、
品
質
や
価
格

で
は
良
さ
を
比
較
出
来
な
い
。

※
品
質
や
価
格
を
う
た
う
広
告

は
、
分
か
り
に
く
く
理
解
す
る
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
消
費

者
に
不
安
を
与
え
て
し
ま
う
。（
分

か
り
に
く
い
→
不
安
→
警
戒
）

２
．品
質
・
価
格
を
表
示
す
る

広
告
（
見
学
会
チ
ラ
シ
・
Ｈ
Ｐ

含
む
）
は
、
消
費
者
に
分
か
り

に
く
く
、
理
解
す
る
の
に
時
間
を

要
す
る
か
ら
集
客
数
が
少
な
く
、

商
談
ま
で
に
時
間
も
か
か
る
。

３
．新
築
住
宅
着
工
件
数
の
減
少

を
マ
イ
ナ
ス
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
が
、
こ
れ
は
全
く
の
間
違
い

で
あ
る
。

※
買
い
控
え
て
年
を
越
す
人
が
増

え
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、「
検
討

客
は
増
え
続
け
て
い
る
」（
対
象

者
は
年
々
増
え
て
い
る
）
の
だ
か

ら
、
や
り
方
さ
え
「
接
触
の
き
っ

か
け
さ
え
あ
れ
ば
、
大
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
あ
る
」。

４
．通
常
集
客
か
ら
、
営
業
が
苦

手
な
人
が
「
お
礼
の
Ｄ
Ｍ・電
話・

訪
問
」
な
ど
の
営
業
活
動
を
行
っ

て
も
早
期
受
注
の
見
込
み
は
薄

い
。

５
．商
談
突
入
後
、
プ
ラ
ン
提
出

（
図
面
・
見
積
も
り
な
ど
）
に
丁

寧
に
時
間
を
か
け
れ
ば
、「
必
ず

良
さ
が
伝
わ
り
買
っ
て
く
れ
る
は

ず
」
と
誤
解
し
て
い
る
人
が
多
い

が
、こ
れ
は
全
く
の
間
違
い
で
「
時

間
を
か
け
る
ほ
ど
受
注
見
込
み

客
に
不
安
を
与
え
、
取
り
こ
ぼ
す

リ
ス
ク
だ
け
が
高
ま
る
」。

※
消
費
者
は
素
人
（
無
知
）
な
の

で
、
プ
ラ
ン
提
出
や
プ
ラ
ン
の
修

正
に
「
よ
か
れ
と
思
っ
て
こ
だ
わ
っ

て
時
間
を
か
け
る
と
」、
分
か
ら

な
い
人
が
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
不
安
に
な
る
。
こ
れ
が
受
注
率

の
低
下
と
受
注
ま
で
の
長
期
化
に

つ
な
が
る
主
な
原
因
。

〈
失
敗
し
な
い
た
め
の
対
策
〉

※
対
策
後
の
工
務
店
の
早
期
受
注

例
：
写
真
参
照

　
営
業
が
苦
手
な
工
務
店
が
先

ほ
ど
の
失
敗
例
を
踏
ま
え
て
、
効

果
的
な
集
客
を
行
う
に
は
？
「
見

込
み
客
か
ら
受
付
し
て
も
ら
う
こ

と
（
待
っ
て
て
く
れ
る
お
客
に
会

い
に
行
く
き
っ
か
け
）」「
自
社
の

集
客
ー
営
業
活
動
の
ム
ダ
や
欠

点
を
確
認
す
る
こ
と
」
な
ど
が
重

要
だ
が
、
こ
れ
を
地
場
工
務
店
が

自
社
単
独
で
行
う
に
は
無
理
が
あ

る
。

　
私
は
集
客
に
は
絶
対
の
自
信

が
あ
る
が
、
全
て
の
地
場
工
務
店

を
平
等
に
支
援
す
る
こ
と
は
不

可
能
だ
。し
か
し
、微
力
な
が
ら
、

「
集
客
」
で
の
お
困
り
ご
と
、「
営

業
活
動
」
で
の
お
困
り
ご
と
、

等
々
、
早
期
解
決
の
お
手
伝
い
の

た
め
、
時
間
の
許
す
限
り
無
料
で

相
談
に
応
じ
た
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
「
私
考
案
の
集

客
―
営
業
法
の
実
践
資
料
・
入
門

編
」
お
よ
び
私
が
集
客
支
援
し

た
複
数
工
務
店
の
実
践
証
拠
資

料
（
集
客
名
簿
・
受
注
契
約
書
ほ

か
実
践
資
料
）
を
、
無
償
提
供

し
て
い
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
Ｈ

Ｐ
よ
り
資
料
請
求
可
。（
※
守
秘

義
務
に
よ
り
社
名
の
み
公
表
不

可
）
問
い
合
わ
せhttp://www.

urerukoukoku.jp/

        

営
業
が
苦
手
な
工
務
店
の

 

た
め
の
裏
ワ
ザ
集
客
法
！

８
月
29
日
に
２
組
イ
ベ
ン
ト
参
加
。
１
ヶ
月
以
内
に
２
組
と
も
受
注
し
た
工
務
店
の
受
注
契
約
書 

９

1994 年開業以来、オンラインによ
る集客に特化した集客の専門家。
膨大な集客データと実践ノウハウ
から購入的中率 90％の集客法（証
拠多数・写真参照）を独自に構築。
集客後の受注契約書など売れてい
る証拠資料が大量。経営戦略・集
客・営業支援・講演などで活躍。
週 5日のテニス愛好家。
1966 年東京生まれ

　「
長
期
優
良
住
宅
」
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
を
受
け
て
、
厚
物
構
造
用

合
板
な
ど
、
国
産
材
を
原

料
と
し
た
合
板
製
品
の
引
き

合
い
が
、
工
務
店
や
設
計
事

務
所
か
ら
増
加
し
て
い
る
よ

う
だ
。
東
京
合
板
工
業
組
合

の
及
川
静
一
理
事
（
セ
イ
ホ

ク
㈱
常
務
取
締
役
）
に
よ
る

と
、
厚
物
構
造
用
合
板
24
㎜

（
ネ
ダ
ノ
ン
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

　＋

５
）が
増
加
。
大
壁
仕
様
・

真
壁
仕
様
で
壁
倍
率
５
倍
の

大
臣
認
定
を
取
得
し
て
お

り
、
高
い
耐
震
性
を
期
待
し

て
の
こ
と
だ
と
見
ら
れ
る
。

及
川
理
事
は
「
長
期
優
良
住

宅
の
目
玉
的
存
在
に
な
り
う

る
」
と
語
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
東
京
合
板
工
業
組
合
・

東
北
合
板
工
業
組
合
は
、
11

日
か
ら
三
日
間
の
日
程
で
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ

た
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー

の
「
活
か
し
て
使
お
う
国
産

材
フ
ェ
ア
」（
主
催
＝
全
国
木

材
組
合
連
合
会
）
に
参
加
。

国
産
材
を
原
料
と
し
た
合
板

製
品
の
需
要
拡
大
を
図
る
た

め
、
ネ
ダ
ノ
ン
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
 ＋
５
の
実
物
展
示
を
は
じ

め
、
低
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

合
板
、
内
装
用
合
板
、
構
造

用
Ｌ
Ｖ
Ｌ
、
フ
ロ
ア
ー
な
ど

を
出
展
し
た
＝
写
真
＝
。

　
今
年
は
、
新
築
住
宅
着
工

棟
数
が
年
80
万
戸
を
割
り
そ

う
な
状
況
だ
が
、
及
川
理
事

は
「
合
板
は
単
な
る
構
造
用

面
材
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が

ち
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
フ
ロ

ア
ー
や
内
装
材
な
ど
の
需
要

も
少
し
ず
つ
月
を
追
う
ご
と

に
増
え
て
い
る
。
用
途
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
い

う
。
さ
ら
に
、
従
来
製
品
に

関
し
て
も
大
臣
認
定
取
得
に

向
け
て
、
試
験
等
を
重
ね
て

お
り
、
長
期
優
良
住
宅
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

考
え
だ
。

　
流
通
サ
イ
ド
か
ら
は
、
東

京
都
ベ
ニ
ヤ
板
問
屋
協
同
組

合
の
吉
川
章
彦
・
新
風
会
会

長
（
㈱
ジ
ュ
ー
テ
ッ
ク
合
板
部

副
部
長
）
も
「
環
境
問
題
を

考
え
れ
ば
認
証
材
は
重
要
」

と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
き
ち

ん
と
し
た
も
の
で
商
売
が
で

き
れ
ば
、
市
況
に
流
さ
れ
な

い
価
格
に
な
る
の
で
は
」
と

し
、
将
来
的
に
は
輸
出
の
拡

大
も
期
待
す
る
。

　
吉
川
会
長
は
「
金
融
機

関
な
ど
で
は
未
だ
年
90
～

80
万
戸
を
想
定
し
て
い
る
例

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
冬

に
入
り
着
工
ペ
ー
ス
は
落
ち

る
。
今
の
状
況
は
来
年
も
引

き
ず
る
可
能
性
も
あ
る
」
と

の
認
識
を
示
す
。
そ
の
上
で

「
流
通
サ
イ
ド
と
し
て
も
、

様
々
な
ア
イ
テ
ム
へ
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
国
産

材
合
板
の
普
及
に
努
め
た

い
」
と
語
る
。

　
馬
場
恵
一
・
丸
玉
産
業
㈱

住
宅
資
材
部
長
（
国
産
合
板

推
進
部
会
副
会
長
）も「
色
々

な
用
途
を
開
発
し
て
お
り
、

ぜ
ひ
期
待
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

「Sustainable 
House

＝
持

続
可
能
な
社

会
を
実
現
す

る
住
宅
」
の

普
及
を
目
指

し
て
活
動
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
環
境
住
宅

（
須
田
清
理

事
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
東

京
都
内
で
第
10
回
通
常
総

会
を
記
念
し
て
、
公
開
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
た
。
記
念
講
演

で
は
、
東
北
大
学
大
学
院
の

吉
野
博
教
授
が
「
建
築
の
地

球
温
暖
化
対
策
・
提
言
～
現

状
、
そ
し
て
」
と
題
し
、
国

内
外
の
地
球
温
暖
化
防
止
の

動
き
や
、
欧
米
の
エ
コハ
ウ
ス

の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
吉
野
教
授

は
、
日
本
建
築
学
会
な
ど
建

 住宅の「カーボンニュートラル化」

「
長
期
優
良
」
で
引
き
合
い
増
も

Ｎ　Ｐ　Ｏ

環境住宅 吉野・東北大大学院教授が講演

用
途
拡
大
で
着
工
減
に
対
応

国
産
材
合
板

築
関
係
団
体
が
共
同
で
ま
と

め
て
い
る
「
建
築
関
連
分
野

の
地
球
温
暖
化
対
策
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
５
０
（
案
）
―
建
築

の
カ
ー
ボ
ン
・
ニュ
ー
ト
ラ
ル

化
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る

提
言
を
紹
介
し
た
。

　
提
言
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
を
抑
え
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
調
達
す
る
こ
と
な

ど
で
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ま
か
な
い
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
収

支
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
カ
ー

ボ
ン
・
ニュ
ー
ト
ラ
ル
化
を
住

宅
分
野
で
も
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
す
と
し
て
い
る
＝
図

＝
。
提
言
は
近
く
正
式
に
ま

と
め
ら
れ
る
予
定
。

 に関する提言など紹介
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  新刊 !!

   省エネの 「みえる化」 が始まると言われる今日。 中でもトップランナー制につ
いては、 基準値をクリアした住宅に対し 「住宅省エネラベル」 の表示が許可さ
れることも発表され、 大手ハウスメーカーやビルダーの住まい手へのラベリングに
よる営業は必至です。  また、 住宅省エネラベルには 「自己評価」 もあり、 邸
別表示することが出来るので地場工務店でも十分に使うことが出来ます。
  今まで、 曖昧に高気密 ・ 高断熱を謳って省エネをアピールしていた他社への差
別化のためにもこの省エネ達成率の表示は心強い味方に。 その為にも省エネ改
正法を理解し、 省エネ達成率を計算できるようになりましょう！

定価 700 円　Ａ４版　３２頁

ご希望の方は、ご購入の本と合わせて振込用紙をお送り致します。

FAX もしくは E-mail にてご連絡ください。　

( 株 ) 日本住宅新聞社　担当 ： 冊子販売係

TEL ： ０３－３８２３－２５１１　FAX ： ０３－３８２３－２５６６

E-mail ： support@jyutaku-news.co.jp

※まとめてご購入される場合は
（50 冊以上）、割引がございます。
お気軽にお問い合わせください。
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